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いきなり私事で恐縮ですが，かつて学会主催の旅行 されている。しかし，パート 2のMacrocyslisMでは

でデンマークの寒天工場を訪ねた¥1寺，同府lの原議は既 1985年頃までの文献について既に4つのレビューがあ

に枯渇し，東南アジアからの別種の原深に頼っている るので，ここでは 1980年以降のものが中心になってい

のを見た。日本でも同様のことが起っていたので，改 る。それにしても 81貞にもおよび，この海淡の捌先治

めて地球規般て、の経済性の高い藻類やその資源がと、う 動の感んなことがうかがわれる。本書で取り上げてい

なっているか気になったことがあった。本i!?はこのよ る海藻のほとんどは，現在積極的に食用や含有物質が

うな疑問]に谷えてくれるほか，いろいろな知識をみた 用いられ経済刊の刈い資源であるが，中には将来の利

してくれる格好の文献である。編者の赤塚伊三武氏t;l: 用も考えられるilij:泌も含くまれている。執筆者は共新

最近，謀~~[の利用状況を紹介した I nl r o du C li o n 10 者も含めて21人で，JJf(泌の産地を含めて 11ケ図の大

Applied Phycology (1990)を刊行したが，それに続い 学や研究所で十円脱しているそれぞれの分類鮮の専門家

た有用i菜類総説集の第2~iríであり， .iEにタイムリーな たちで.編者がこれらの11車容を揃えたことが本占の市

企画と言える。今回は有用藻類の生物学という標題で い評価につながることを望む次第である。次回はわが

あるが， ;I';j:i混と褐i諜A崇5の大7形f影三海羽諜H類点l凶6分1主矧;羽目則l肝伴をt丸刈‘.J象にし 国からの参h川11もj則リ別jげf刊iしたしい、、。 各主章主では分類，形態 生

ている 。 編者はひきつづ、いてf微放1刻利釧:11川u口i謀見巣~~匁矧:n も f合守めたこれ以 羅勉i.'=生l主三tが活F古[!史1正記Iと" 分イ布Ii.I生t態，干利|リl用が殆と
外の有}用日川干松Eについての統刊もiW11iiiしているとのことで 遺伝，生理学， 11i'jJ111学，含有物質，増養殖，生物統計

ある。内容は二つのパー トに分かれ，M:{1Jのパー トは 学，資源，経済性など多岐にわたっている。これらの

紅藻類のオゴノリ科，イギス科， エゴノリ属，ツノマ 項目は多くの場令~に純11分されているが， 番 目 を付 し

タ属，アカパ属，DiJsea 属，シマテングサ属，オキツ て整理liし，読み劾くなっている。しかし，著者によっ

ノリ属，イバラノ リ属，オパクサ属，Slfl1ria属及ひ、ス ては同じ也、l床でも表明が異なる場合があることを悩 X~i:

スカケベニ平|の l種FlfrceJJariaJlfbricaJisについて，そ すべきである。本JTは産業租1の生物学の総説であるの

してパー ト2では褐藻類のカジメ属，DlfrviJJaea属， で，応mブJTmにも紙1mを割いているのが特徴とも言え
Lessonia属，Macrocyslis属からなか総頁数は545頁 る 。 いずれにしてもイïnJ ~布諜の知識を良くまとめであ

である。泌類によっては過去の研究業紛が食事jで頁数 るので，特に水産系の大学院生は勿論，大学や試験酬

が少ないものもあるが，大体30~50頁にわたって要約 究機関におすすめしたい。現在価格は未定である。

(干226 1ずïiJ~ díK~J(区東本郷 6-27-2-306 正位富太郎)

表紙写真

広品.l性紅 {fI~ 臼logJossaleprieurii (Monlagne) Ag出dh(イギス目，

コノハノリ科)の培養藻体。かけあわせの紡採生じた四分胞子体

が成熟し，たくさんの四分胞子を形成している。
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